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伊賀国府跡現場だより１１上野市外l1l

こくふ せいち上う

今回の調査Iま、Ｎｏ６でも紹介しました伊賀国府跡の、主として推定政庁の範囲を確認するた

めのもので、特に政庁域を区画する施設の発見に努めました。

その結果、推定政庁は、政庁の建物を囲む柱列や溝が方形に巡らされていることがわかりま

した。検出された柱列から￣辺40ｍ余りの範囲が考えられます。柱列は、南側にあたる政庁の

正面で門跡と接続するものと思われます。
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また、柱列の３～４ｍ外側に柱列にほぼ平行して溝が見つかりました。この溝は政庁の東側

と南側で明らかになりましたが、必ずしも政庁の四周を区画するものかは不明です。さらに、
わきでん

東側脇殿の一部も見つかっており、径40cmほどの太い柱の根元近くの吉B分が遣存していました。
ｌ)よくIDうとうきはじきすえさ

多量の出土遺物のなかに'よ、緑釉陶器をはじめ、土師器・須恵器．黒色土器。白色土器など
えんめんけん てつさい

の土器類や、円面硯や馬歯、鉄棒などもあり、奈良～平安時代のものとみられます。また、墨

書された須恵器が、２点出ていて、１点は「国□」もう１点は「阿」と書かれています。また

｢安」と線刻された須恵器も２点出ています。「国□」は、「国府」と読めるかもしれませんが、
〈'二のくりや こくもよう

｢国厨」と読む可能性が強く、「匡|厨」ならば国庁の食料等を管理する機関の意味lこなり、どち

らにせよ大変重要な発見になりました。
しもつけ さがみ すおう

墨書の「国厨」は、下野国府跡や相模国府lこ関わる遺跡の可能性のある稲荷前Ａ遺跡、周防
ざつま

国府跡や薩摩国府跡など、国府|こ関連する遺跡から見つかっています。

他に、政庁付近からの出土ではありませんが、注目すべき遺物として、銅鏡片があります。
はちりようきよう

この鏡は小片ですが、長岡京や正倉院などでみられる八稜鏡'二相当する可能性が強いものです。

今回の調査で、政庁を囲む柱列の発見や､「国」という表現のある墨書土器の出土などから、

伊賀国府跡であることを決定づけたといえます。また、政庁周辺で炭とともに多くの10世紀後

半代の土器が完形のまま廃棄された箇所があり、あるいは当地における国府が、この時期に廃

絶され、他所に移動していったのかもしれません。（竹内）

､輪更垂巽EＩ

墨書十器東脇殿の柱跡

日誌抄
8／1５（日）～2２（日）鈴鹿市埋蔵文化財展に資料貸出
8／1８（水）嬉野lIlT文化財保護委員会（嬉野町）
8／1９（木）大宮町調査指導（大宮町）
8／2３（月）～2４（火）

高田高校地歴部、大古曽遺跡体験発掘
8／2６（木）津市立片田小学校、松多バイパス来訪
8／2７（金）松阪女子高校郷土研究会松多バイパス来訪
9／４（土）津市公民館事業、大古曽遺跡見学
9／７（火）沖縄県北谷町職員来訪
9／７（火）慶応大学考古学研究会来訪
9／1６（木）～1７（金）

全国公立埋蔵文化財センター役員会(苫小牧）

センタ

6／2２（火）埋文担当者会議（嬉野町、美杉村）
6／2３（水）愛知県立芸術大学来訪
6／2４（木）大山田村分布調査指導（大山田村）
6／2５（金）～11／1０（水）

松阪市記念特別展に資料貸出
6／2８（日）皇学館大学来訪
7／７（水）立命館大学来訪

ﾘﾌﾞAMfl迩繍懲蝋青委員会来訪
7／3０（金）町村（多気町）職員研修終了証書交付式
8／４（水）多気郡教研社会科部会来訪
8／1１（水）名古屋市立博物館来訪
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|現場だより２１津市大里窪田町字大垣内 大垣内遺跡
せんじゆじ

津市一身田町Iこある専修寺（高田本山）と大
おお

沢池と'二挟まれた水田地帯の西方にひろがる大
がいと

垣内遺跡|土、県道津関線の道路建設にともなっ

て新たに見つかった遺跡です。この周辺は、近

年発掘調査が増加しており、地域の歴史も除々
おおざと〈ぽた

lこ明らかになりつつあります。また、大里窪田

町という地名が現在でもありますが、奈良の都
〈ぼたのり もつかん

平城京力愈らも同じ、久菩多里〃と書かれた木簡

が出土していたり、平安時代以降文献にたびた

びい窪田荘"、窪田郷〃という言葉が登場する

など、古代から中世にかけて開かれた地域であっ

たと考えられており、発掘調査にも期待がかけ

られています。

５月の連休明けから８月までに､調査範囲6,600

㎡の約半分が終了しましたが、奈良時代から平
ほったてぱしら

安時代にかけての掘立柱建物１０数棟、井戸、Ⅱ｜

の跡などが見つかっています。掘立柱建物は、

規模も大きくしかも整然と計画性を持って建て

られているようで、一般の集落とはやや趣が異

なるようです。また、井戸からは、ヘラや墨で
えんめんけん

字が書かれた土器が、）１１の跡からは、円面硯・
どぱのきまる

土馬・軒九瓦なども見つかり、遺物からもその

裏付けができそうです。特に、ヘラで字が書か
さい<う

れた土器Iま県内でも斎宮跡などから見つかって

いますが、貴重な資料といえます。日用品に字

を書くことに一体どんな意味があったのでしょ

うか。

長梅雨と台風の襲来とで、調査も思うように

はかどりませんが、残り約半分の調査でさらに

資料の増加を期待しています。（服部）

掘立柱障物（総柱）

井戸

鱗

鋳轤鱒
へラ・墨で字の書かれた＋器
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|現場だよＵ３１安芸郡安濃町南神山小屋城古墳群
こやしろ あなくら

小屋城古墳群は、穴倉Ⅱ|の左岸の丘陵中腹にあり

ます。「なぜ、こんな場所に古墳が…」狭い谷間に

面した調査現場に立つと、そんな思いにかられます。
はせやま

周囲には450基以上の古墳力寄集中する長谷山古墳

群などがありますが、小屋城古墳群では、現在３基

の古墳が確認されています。この内今回は、県道改

良事業によって、１．２号墳を調査しました。

１号墳の大きさは、おおよそ南北16ｍ、東西17ｍ

で、円墳と考えられます。埋葬施設は石室で、大き

さは幅約Ｌ８ｍ、長さは７ｍありました。しかし近

世以降石材として石を持ち出したようで、かなり壊

されていました。

２号墳の石室の幅はＬ４ｍで、１号墳に比べてや

や小さいものです。やはり、かなり壊されており、

古墳の形はわかりませんでした。

出土した遺物から、１号墳は７世紀前半頃に造ら

れたことがわかり、２号墳もほぼ同じ頃と考えられ

ます。
すえきつきみつきぷた

１号墳の石室からIま、須恵器の壷や杯身・杯蓋な

が出土しました。これらは、奥の壁に並べたように

置かれていましたが、お供えと考えられます。また

これらの土器の中には、ベンガラ（朱色の塗料）で

｢＋」の記号がつけられたものがありました。

他には、３対の耳飾りも出土しました。このこと

から、石室には少なくとも３人が葬られたことがわ

かります。

今回の調査によって、周囲が見渡せない谷間にも

古墳の造られたことがわかりました。古墳群の形成

を考える重要な資料となりました。（小林）

1号墳石室（全景）

1号墳奥壁（遺物出土状況）

鰯
鯵
鰯

●

鱒

●

耳飾り（金環）
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1施設紹介｜保存科学室２

発掘調査によって出土する遺物には、土

製品・木製品・金属製品・石製品・ガラス

製品などがあります。これらのうち、土製

品・石製品・ガラス製品は通常の環境下で

保存しても変形したり腐食したりすること

はありません。しかし、木製品は自然状態

で保存すると、乾燥により収縮・変形しま
もる

す。また、金属製品はサピカ苗進行し脆くな

ります。そこで、これらの出土品を保存す

るためには科学的な保存処理を行う必要があります。木製品については、本通信No4で紹介し

ましたように保存科学室１で処理を行っています。今回紹介します保存科学室２は、金属製品

の処理を行う部屋です。この部屋は当センター１階の北東隅にあり、３０㎡の室内には保存処理

に使用する色々な装置や薬品があります。では、保存処理の工程と主な装置の説明を簡単に行

います。

保存処理を行う時は、まず事前に金属製品の材質・構造・サビの原因などを調べると共にイ

オンメーターにより遺物に含まれる塩化物イオンを測定し処理方針を決定します。同時に、写

真や実測により現状の記録を取ります。次に処理方針に従って処理作業を行います。主な作業
だつえん

として1土、土や石などの付着物を除去した後、サビの原因である塩化物の処理（脱塩処理）や

進行する可能性のあるサビの除去を行います。脱塩処理の方法にはいくつかありますが、当セ

ンターではステンレス製の脱塩処理槽を使い蒸留水に浸して行います。蒸留水は純水製造器で

つくります。サビ取りには、ペンチなどの工具やより細かい作業を行うために小型精密グライ

ンダー・精密噴射加工器（エアーブレイシブ）を使用します。次に強化と腐食抑制のためにア
げんあつがんしん

クリノレ系合成樹脂を減圧含浸させます。減圧含浸とは、金属製品を減圧含浸装置（写真）のな
じゆし

かで－度真空状態Iこした後、樹脂を送り込み金属製品の内部にまで樹脂を浸透させる方法で、

必要に応じて繰り返し行います。最後に接合などの修復処理を行います。さて、以上のような

処理を行っても完全にサビの進行を止めることは出来ず、その後の保管に際しても湿度などの

環境を制御して保存する必要があります。また、処理方法の記録や定期的な観察など処理後の

記録・調査も大切なことです。

その他の主な装置には、金属製品に含まれる水分を除去する恒温乾燥機、湿度調整が出来る

ドライキャビネット、室内の換気を行うポータブルファンなどがあります。（森川幸）
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津市で始めて発見された旧石器遺物一大古曽遺跡一（中勢道路の発掘から）

おごそ いっしんでん

大古曽遺跡は、津市一身田大古曽にあり、３つ'二分けた調査区のうち真ん中のＢ地区はすで

に調査を終了しています。今回はＡ地区とＣ地区の調査を行いました。
はしがいと

Ａ地区は飛鳥～鎌倉時代にかけての多数の掘立柱建物が見つかった橋垣内遺跡の南隣りIこあ

たります。調査の結果は予想通り橋垣内遺跡につながる建物群が確認され、同時にこれより南

は浅い谷地形となってＢ・Ｃ地区とは地形的に区分されるいうこともわかりました。

Ｃ地区でもＡ地区と同様の掘立柱建物が数棟確

認されましたが、ここで最も注目されるのは津市

内の発掘調査では初めて確認された旧石器時代

(約１～50万年前）の遺物（写真右）です。左は

ナイフ形石器と呼ばれるもので、後期旧石器時代

(約１～３万年前）に作られたものです。右は縦
はくへん

長剥片と呼ばれるもので、石を害Iって石器を作る

途中の段階のものです。これまで津市の歴史は弥

生時代（約２千年前）から語られることが多かっ

たのですが、最近の発掘調査で縄文時代創草期

(約１万年前）まで、さらに今回の発見で後期旧

石器時代にまで遡ることが確認されました。

また、夏休みを利用した高校生の体験発掘（写

真下）も行われ、貴重な発見に「歴史が書き換え

られていく瞬間を目のあたりにしたような気がし

ました｜といった感想も寄せられました。（山口）

左：ナイフ形石器､右：縦長剥片（ほぼ実寸）

体験発掘の様子

霧鐇騨蕊辮辮辮鴇潔蕊\;\i群hf澪溌凝議葬零;露辮鐇:辮辮騨辮辮燕辮蕊辮課雲霧癖辮蕊'瀞織騨蕊辮鍛騨j;鐸f::蕊蕊:蕊騨:蕊騨騨翰辮輔櫛露常轄:馬3罰:自唖:織膳羅軒露曹藷垳尋窯:零:穂嘗:;AK識呰騨由iN;E騨咄鰹'餌噺轄:意i曽哨露聯i：;自斡ff露図肖鳶:露:弔:葱喜葱;:蕊嚇耀唱騨ﾖ省培韓⑧藍f#露台蕊罫轄自鰯#鉾i蝉ﾎﾟﾖ焼串唖;醤:蕊息蕊噌蕊;欝
馨蕊蕊

；第13回三重県埋蔵文化財展｢１尹勢志摩をめぐる考古学｣開催のおしらせ：
藍籍

内容:伊勢志摩地域の歴史を旧石器時代から江戸時代まで考古遺物により紹介します：
蕊

欝
篭

驚鷺
期間：平成５年11月24日（水）～12月５日（日）ただし'１月29.30日は休展鷺： 欝驚

：場所：伊勢市立図書償官２階視聴覚室（伊勢市駅から徒歩15分）欝
籔鴬

鴬蕊

記念講穰会緬一韓薫薫艫崎霧一先生，
鑿嬢

鷺
：驚

鴬鴬

演題==「伊勢志摩をめぐる古代,に'｡Ｌのまつりの器」；：
黛

欝

iii鷺
期日＝11月27日（土）１４時から蕊：欝
蟇讓
篭場所＝伊働勢市福祉健康センター３階大会議室 蕊鴬
鷲 驚
;藷弓騨鞭騨獺騨蕊蕊嘩騨轆轤辮騨辮耀鑑鐸蕊:蕊鍛繊騨強轤:蕊鐵錨舗騨騨;鑑韓謹蕊霧舞鐸蕊韓騨輔耀騨蕊韓騨斡騨轤騨露轄霧鵜篭誇:蕊蕊轤罐騨鐇f騨騨#騨騨灘#f鐸鍾轆鑑譲韓騨蓮'鰯#轌噂盟騨#罐f弊:韓噂騨屯騨罰蟹:ffI#鰹曲鑑蜀髭増尊昌:蕊篭轤掌對'1溌塔騨増蕊盟-騨呰鑑#蕊昭昭f9鑑《鱒:息銭増露二彊鍵酋鑑罫哨
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なぜ，なに，コーナー躯（遺構編その5）：

：今回から４回にわたって､遺跡で発見される「墓｣について紹介します。

：Ｑ：どうして死んだ人が埋めてある墓をしらべるの？

：Ａ：墓は死んだ人のもので、生きている人には関係がないと思うかもしれません。で鬘

譽も、墓を作ったり、そこに死んだ人を葬ったりするのは､生きている人なのです。：

壜あたりまえのことですが、生きている人がいなくては墓はできないのです。

墓には、その時代に生きていた人々や社会のことについての情報が、いっぱいつき

皇まっているのです。

：Ｑｊ墓をしらべると、どういうことがわかるの？

鬘Ａ：骨がみつかると、男か女か、何才ぐらいの人か、どうして死んだのかなどがわか；

ることがあります。骨がみつからなくても、墓の大きさや供えられている品物など薑
ニ

ー
エ

によって、葬られた人が大人か子どもか、どれぐらいの身分の人か、どういうくら譽
二

しをしていたのかなど、だいたいの検討がつきます。‐
畠

しかし、もっと大事なことは､その時代の人のくらしぶりや、考え方までわかるビ
ニ

ー
ヨ

ということです。

墓は人間しかつくりません。死んでしまった家族や仲間にたいして、特別の感情；
号

をもち続けることができるのは人間だけです。ユ
ニ

地球上に人間が登場して以来、いたるところで墓がつくられてきたはずです。そ阜
二
＝

れらの墓は、その時代や地域の社会が豊かであったか貧しかったか、技術が高かつ亨
二

=

たか未熟だったかという理由で、ずいぶん違し]がでてきます。

また、その時代の、そこに住んでいる人々が、「死後の世界をどう考えていたのか」；
＝

言

ということが、人の葬り方や墓のつくり方に大きく影響しています。
＝

｜
』
』
】
』
■
■
】
一
一
｝
』

一つや二つの墓をしらべても

詳しいことはわかりませんが、

多くの墓をしらべ、それらをく

らべることによって、社会のし

くみや人々の考え方の変化がわ

かってくるのです。
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次回は、旧石器時代から弥生時代にかけての墓について紹介します。
。
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城之越遺跡出士の墨書土器
じよのこし

上野７１丁城之越遺跡は、平成３年度県営ほ場

整備・農免農道整備事業に伴う発掘調査とそ
たてあなじゆうきよ

の後の補足調査lこよって、多数の竪穴住居や

掘立柱建物の他、古墳時代前期のものとして

は全国的にも例をみない水源となる石組みの
せいせん

井泉や鳳占石・立石を施した「大溝」が確認さ

れた遺跡です。大溝によって囲まれた空間は、
さいし

その特異な状況や出土遺物から「祭Teを執行

した場」と考えられ、その重要性から城之越

、

遺跡は平成５年４月に国の「名勝及び史跡」に答申されました。

今回紹介する墨書土器は、先に刊行した報告書（三重県埋蔵文化財センター『城之越遺跡』

1992年）では、「建」と判読したものですが、その後、京都産業大学の井上満郎教授からこの

墨書が「庭」と判読できるのではないかという御指摘を受け、あわせて字体の類例についても

御教示いただきました。そこで、筆の運び等を再度検討し、井上先生にも実物を確認していた

だいた結果、「庭」と判読するほうが妥当との結論に達しました。

この文字は、奈良時代の須恵器杯の底部外面に一宇のみ墨書されたもので、上記の大溝の最

上層から出土しました。まさに、大溝がその機能を完全に停止する直前の時期です。「庭」が

特定の場所を示しているのか人名なのかといった基礎的なことから検討していかねばなりませ

んが、もしこれが特定の場所を示しているとするならば、出土した遺構が少なくとも古墳時代

には祭祀場であり、なおかつその溝が奈良時代まで連綿と続いていたことは、「かつては神事．

公事の行われる場所」を「ニワ」と呼んだこと（松村明編『大辞林』三省堂1988年）と考え

合わせると、非常に興味深いものがあります。（穂積）

編集後．記

*今年度も半年が過ぎ、現場も約半数が終了しました。夏

の長雨にたたられた前半でしたが、多くの成果が上がり

ました。

*豊穣の秋を迎え、それぞれの現場、また報告書

と調査員も大忙しの日々を送っています。後半

にもご期待下さい。｢庭」実用例
伏見)中敬編「角川書道辞典」

三重県蝿藏文化財センー街一


